
平成19年（2007年） 4 月26日 第 220 号（2）足 立 区 議 会 だ よ り

代表質問を平成19年２月20日に
開会した第１回定例会本会議で
行いました。

４

代
表
質
問

２
期
８
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

区
長
に
所
感
を
伺
う

【
問
】
区
長
は
、「
民
に
で
き
る
こ

と
は
民
に
」「
地
方
の
こ
と
は
地
方
で
」

の
精
神
で
邁
進
さ
れ
、
２
期
目
に
は
、

「
区
政
の
す
べ
て
の
関
係
者
が
協
働

し
て
足
立
区
を
建
設
し
て
い
く
道
筋
」

を
提
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
２
期
８

年
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
所
感
を

伺
う
。

 

ま
た
、
現
在
や
り
残
し
た
と
思
わ

れ
る
こ
と
、
次
世
代
の
区
政
に
対
し

期
待
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
伺
う
。

【
区
長
】
オ
ウ
ム
真
理
教
と
の
闘
い
、

北
千
住
駅
西
口
の
再
開
発
の
完
成
、

「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の
開
業

等
、
様
々
な
こ
と
を
達
成
で
き
た
。

 

し
か
し
、
区
長
に
な
っ
た
最
大
の

目
的
は
、
財
政
の
建
て
直
し
で
あ
っ

た
。
財
政
は
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
源
泉

だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
区

債
残
高
を
大
幅
に
減
ら
し
、
基
金
を

積
み
増
し
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
成

果
で
あ
っ
た
。

 

ま
た
、
昨
年
の
前
半
は
、
区
に
は

余
り
愉
快
で
は
な
い
報
道
が
相
次
い

だ
が
、
後
半
に
は
、
行
政
の
革
新
度

調
査
で
全
国
で
17
位
に
な
る
等
、
基

本
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
成
果

が
正
当
に
評
価
さ
れ
た
。

   

解
決
す
べ
き
課
題
も
、
ほ
ぼ
そ
の

方
向
性
を
見
出
せ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
と
り
わ
け
、
区
施
行
を
決
定
し
た

竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄
道
立
体
化
は
、

事
業
費
の
負
担
割
合
等
の
課
題
を
解

決
し
、
一
日
も
早
く
区
民
の
願
い
を

実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

平
成
19
年
度
予
算
の
特
徴
は
何
か

【
問
】
平
成
19
年
度
予
算
は
、
区
長

の
２
期
８
年
間
の
総
ま
と
め
と
考
え

る
が
、
ど
の
よ
う
な
点
を
重
視
し
て

編
成
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

【
政
策
経
営
】「
子
ど
も
の
未
来
と

ま
ち
の
活
力
を
育
む
予
算
」
と
し
て
、

認
証
保
育
所
等
利
用
者
助
成
事
業

や
、
私
立
幼
稚
園
入
園
料
補
助
金
等

を
、
積
極
的
に
予
算
化
し
た
。

　
ま
た
、
竹
ノ
塚
駅
の
鉄
道
立
体
化

事
業
等
、
行
財
政
運
営
方
針
の
10
の

重
点
項
目
に
、
前
年
度
を
上
回
る
予

算
を
配
分
し
た
。

平
成
19
年
度
予
算
の
財
源
確
保
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か

【
問
】
住
民
税
率
の
10
％
比
例
税
率

化
や
定
率
減
税
廃
止
等
の
税
制
改
正

で
、
特
別
区
民
税
の
増
収
が
見
込
ま

れ
る
が
、
内
訳
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
今
後
、
徴
収
の
困
難
度
が

増
す
と
思
わ
れ
る
が
、
事
前
の
広
報

や
、
今
後
の
徴
収
体
制
等
を
伺
う
。

【
区
民
】
影
響
額
は
、
住
民
税
率
の

10
％
比
例
税
率
化
に
よ
り
約
45
億
円
、

定
率
減
税
の
廃
止
に
よ
り
約
15
億
円
、

65
歳
以
上
の
非
課
税
措
置
の
廃
止
に

伴
う
経
過
措
置
の
縮
小
に
よ
り
約
５

千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
税
制
改
正
の
内
容
は
、
11

月
17
日
に
「
税
制
改
正
特
集
号
」
を

発
行
し
た
り
、
町
会
等
で
の
勉
強
会

や
、
あ
だ
ち
シ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
等
に

よ
り
、
周
知
に
努
め
て
い
る
。

　
納
税
課
の
徴
収
体
制
も
、
現
年
度

の
徴
収
を
中
心
と
し
た
体
制
に
改
め
、

公
金
徴
収
嘱
託
員
等
の
活
用
や
、
差

押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
強
化
し
て
、

公
平
性
の
担
保
と
税
収
の
確
保
に
努

め
て
い
く
。

平
成
19
年
度
財
調
協
議
の
決
着
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
の
か

【
問
】
都
区
財
政
調
整
交
付
金
の
都

区
間
の
配
分
割
合
は
、
区
55
％
対
都

45
％
で
決
着
が
つ
い
た
。
増
加
し
た

３
％
の
内
訳
は
、
三
位
一
体
改
革
分

２
％
、
都
補
助
の
一
般
財
源
振
替
分

が
１
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

を
、
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
今
後
の
変
動
要
素
等
に
つ

い
て
伺
う
。

【
政
策
経
営
】
都
区
間
の
財
源
問
題

に
一
定
の
区
切
り
を
つ
け
、
新
た
な

区
と
都
の
関
係
を
築
い
て
い
く
出
発

点
と
し
て
、
大
き
な
意
義
を
有
す
る
。

　
な
お
、
１
％
の
振
替
分
の
具
体
的

な
影
響
等
は
、
平
成
20
年
度
財
調
協

議
の
中
で
検
証
し
て
い
く
。

　
そ
し
て
、
都
区
の
あ
り
方
に
一
定

の
方
向
が
出
る
ま
で
は
、
こ
の
配
分

率
で
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

小
中
学
校
等
の
施
設
更
新
の
財
源
を

ど
う
確
保
す
る
の
か

【
問
】
①
平
成
19
年
度
の
予
算
編
成

方
針
に
よ
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
以
上
に
、
施
設
更
新
の
方

が
巨
額
の
財
源
を
要
す
る
が
、
財
源

を
ど
う
確
保
す
る
の
か
。

　
ま
た
、
②
人
口
減
少
社
会
へ
の
移

行
と
の
関
連
で
、
施
設
の
集
約
と
再

編
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

【
政
策
経
営
】
①
現
在
、
基
金
残
高

の
回
復
と
区
債
発
行
残
高
の
適
正
化

を
図
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
特
別

区
債
は
、
毎
年
100
億
円
の
資
金
調
達

を
予
定
し
て
い
る
が
、
区
総
体
と
し

て
の
債
務
管
理
を
行
い
つ
つ
、
資
産

売
却
収
入
は
、
債
務
償
還
に
充
当
す

る
等
の
ス
ト
ッ
ク
管
理
を
徹
底
す
る
。

　
ま
た
、
基
金
の
積
み
増
し
は
、
区

債
残
高
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
、

最
大
限
の
努
力
を
行
っ
て
い
く
。

【
資
産
管
理
】
②
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
の
急
速
な
進
行
は
、
生
活
環

境
や
公
共
施
設
の
利
用
動
向
等
に
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
す
。
施
設
の
総

量
を
順
次
縮
減
す
る
と
と
も
に
、
年

齢
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
施
設
の

用
途
転
換
を
進
め
て
い
く
。

第
二
次
環
境
基
本
計
画
の
ね
ら
い
と

実
現
策
を
伺
う

【
問
】
第
二
次
環
境
基
本
計
画
の
策

定
が
来
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

目
標
を
定
め
、
区
民
と
区
が
協
働
で

CO2（
二
酸
化
炭
素
）の
削
減
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
計
画
の
ね
ら
い

と
、
実
現
へ
の
方
策
を
伺
う
。

【
環
境
】
計
画
の
策
定
で
は
、
CO2
の

削
減
量
、
ご
み
削
減
等
に
つ
い
て
具

体
的
な
数
値
目
標
を
示
し
、
区
民
や

団
体
、
事
業
者
、
学
校
、
区
が
、
協

働
し
て
取
り
組
め
る
内
容
に
し
た
い
。

　
ま
た
、
平
成
19
年
度
か
ら
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
環
境
家
計
簿

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
普
及
さ
せ
、
区
民
の

CO2
削
減
の
促
進
を
図
る
。

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か

【
問
】
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
サ
ー
マ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
、
神
明
・
六

木
地
区
と
舎
人
地
区
で
実
施
し
て
い

る
。
そ
の
地
区
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。

【
環
境
】
昨
年
10
月
末
に
モ
デ
ル
地

区
の
１
千
名
の
方
に
お
願
い
し
、
444

名
の
方
か
ら
回
答
を
得
た
。
そ
の
結

果
、
ご
み
分
別
と
収
集
日
の
変
更
の

周
知
度
は
高
く
、
チ
ラ
シ
の
全
戸
配

布
や
町
会
・
自
治
会
の
回
覧
板
が
有

効
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
可
燃
ご
み
週
３
回
、
不
燃

ご
み
隔
週
収
集
の
試
行
地
区
の
反
応

は
、
総
体
的
に
好
意
的
で
あ
る
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
サ
ー
マ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
で
ご
み
は
増
え
な
い
の
か

【
問
】
平
成
20
年
度
の
本
格
実
施
に

向
け
、
ご
み
の
減
量
と
資
源
化
が
課

題
と
な
る
。
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

で
ご
み
が
増
え
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

【
環
境
】
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
資
源

と
し
て
「
今
ま
で
よ
り
出
す
」
が
33

％
、「
以
前
と
変
わ
ら
な
い
」
が
57
％

で
あ
っ
た
。
ご
み
が
増
え
な
い
よ
う

に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
率
の
向

上
や
、
４
月
か
ら
ス
プ
レ
ー
缶
も
資

源
と
し
て
集
積
所
回
収
を
開
始
す
る

等
、
新
た
な
取
り
組
み
を
拡
大
し
た

い
。

　
さ
ら
に
、
区
民
に
よ
る
集
団
回
収

へ
の
支
援
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

河
川
浄
化
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か

【
問
】
垳
川
で
は
、
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ

大
作
戦
が
行
わ
れ
大
変
盛
り
上
が
っ

た
が
、
平
成
18
年
度
に
は
、
ご
み
が

た
ま
り
悪
臭
さ
え
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

区
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
環
境
】
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
大
作
戦
は
、

区
民
や
NPO
の
力
が
自
然
再
生
の
た
め

に
い
か
に
重
要
か
を
示
し
た
。
河
川

浄
化
の
ハ
ー
ド
対
策
で
は
、
水
質
浄

化
施
設
の
整
備
等
を
進
め
て
き
た
。

今
年
度
、
埼
玉
県
が
垳
川
の
流
下
能

力
を
上
げ
る
護
岸
改
修
工
事
を
進
め

て
お
り
、
区
は
、
川
面
に
近
づ
け
る

施
設
を
整
備
し
た
。

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
対
策
で
は
、
魚
類

調
査
等
で
河
川
の
状
況
を
区
民
に
知
っ

て
も
ら
い
、
区
民
や
学
校
等
と
協
働

で
自
然
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

綾
瀬
川
架
橋
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か

【
問
】
昨
年
の
予
算
特
別
委
員
会
で

「
六
町
と
北
加
平
町
を
結
ぶ
人
道
橋

を
架
け
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、「
区
の
財
政
負
担
を
考
え

綾
瀬
川
架
橋
を
進
め
た
い
。
そ
の
た

め
、
関
係
地
権
者
の
意
向
を
確
認
し

た
い
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
地

権
者
の
意
向
は
ど
う
な
の
か
。

　
ま
た
、
地
元
説
明
会
の
予
定
は
ど

う
な
の
か
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
に

　
　
　
　
　
　
対
応
し
た
予
算
を
！
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